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三月になり、２回目の鷹ノ巣山に挑戦！前回は登山後数日間は、足全体ものすごい筋肉痛になってしまったけれど、今回はどんな感じかなぁ。雪山に登るのは人生で初の経験だし、ぽんちょ＆にわちゃん、そして部長の緒方さんと金子さんも来てくださる。経験者ばかりの中に入っていってしまっていいのだろうかと当日の朝も不安がよぎっていた。

それでも天気もなかなかよくて、奥多摩駅に着くとわくわくしてきた。雪の中を歩くのに備えて準備運動を丁寧にした。見覚えのある景色だけど相変わらず稲村岩はそびえたっていた。川のせせらぎに癒されながらしばらく下る。登りだして間もなく、雪が現れ始めた。この標高でこの雪じゃ頂上はたくさん積もっているんだろうなぁと思っている矢先に転んでしまった。途中でアイゼンを装着、私は4本のをお借りした。もっと重いものだと思っていたので意外と歩きやすい。雪を確実に踏んで歩くときのしゃりっというような、ざくっというような音が心地よい。少し急な斜面に足をかけたときに、思いっきり滑って転んでしまった。しかも後ろの金子さんにかなり迷惑をかけてしまい・・・申し訳ございませんでした。
雪山は歩きやすいときもあれば、雪の層が薄かったり、凍っていたりするとかなり滑る。用心していたつもりでも稲村岩を越えるまでに何度危ないときがあったことか。緒方さんから、落っこちないように斜面と反対側に寄って歩いたほうがいいとか、前の人の足跡を踏んでいくと歩きやすいといったアドバイスを頂いた。足元を用心していたせいか、稲村岩を登るのは前回よりも時間が早く過ぎたような気がする。一旦休憩をとる。

鷹ノ巣山の山頂を目指して再び登り始める。周りは雪でいっぱいなのにぽかぽか温まってきた。稲村岩のときと違って、滑るのではなく膝くらいまでずぼっと雪の中に足がはまってしまうこともあった。途中緒方さんの登山の体験談や、ぽんちょの先日の一人での山行の話などを聞けた。山ってやっぱり魅力的。でも私の場合はまわりにしっかりしているメンバーがいるから安全だし楽しいけど、一人だと相当心寂しくなりそうだなぁと思った。
何度か転びつつも、昼飯食いのタワヘ到着。注意していないと見逃してしまいそうな場所だ。今回は時間短縮のために各自カップめんを持参。お湯が煮立つのにけっこう時間がかかってしまったけど、風をさえぎるようにといいながら、火のそばに手を当てているとじんわり温まってきた。手が冷えきってうまく食べられなかったけれど、反対側の山々の景色を見ながらのお昼ご飯は、大満足だった。今回もあまり後片付けの手伝いをできずに反省。
再出発して歩くこと数十分、頂上に到着した。多少の雲があったけれど、見晴らしはよく山頂はなんといっても爽快だ。雪も柔らかくて、どかっと座ったところは何とも居心地が良かった。途中何度か会ったおばちゃんとしばらく会話。山で出会った人たちとの交流があるのっていいな、と今回も思う。
前回は下りのほうが楽だったけれど、雪山ではそうはいかなかった。一歩一歩が雪で重く思うように進めない。ささっといこうとすれば滑るかはまる。みんなのペースを落としてしまい、本当に情けなかった。前回は駆け下りれた場所も、かにさん歩きみたいにしか進めない。途中で休息をとったときには大幅にコースタイムを過ぎてしまっていた。下山が楽になることはなかった。下るにつれて凍った場所も増えてきて、用心していても滑ってしまった。林道に出ているべき時間にも、まだまだ山の中だった。ある程度雪のなくなったところでアイゼンをはずした。いくらか足も軽くなり歩きやすくなった、といっても転ぶ回数はそんなに減らなかったけれど。だんだん日が沈んできて、正直心細くなってきた。ヘッドライトを装着。ヘッドライトが登山で必須であることを身をもって感じた。
歩き続けること数十分。やっと奥多摩の様子が見えてきた。再び暗い道を通らなければならず、もし天候が悪かったらこんなときは下山を急ぐよりも泊まることを考えたほうがいい、ということも教わった。やっと林道に出た。コンクリート道を踏むだけでほっとしてしまうけれど、奥多摩駅まではまだ距離がある。気を抜かないように歩き続けた。道が開けたときに夜空を見上げると星が一面に綺麗に見えた。東京でもこんなに綺麗に見えるんだぁと驚嘆。いつかとまりの山行をして、テントの傍から夜空を眺めてみたいなぁ。

奥多摩駅に到着したときは既に7時近かった。ほっとすると同時に真っ暗だった山道での緊張が残っていた。こんなに遅くなってしまったのは私がみんなの足を引っ張ってしまったせい・・・常にペースに気を配ってくれてお疲れ様～と温かく言ってくれたみんなに、申し訳ないのと感謝とでいっぱいになった。今回は雪山を初めて経験できたことに加え、下山途中で暗くなってしまうという危険な経験もした。初心者の私にとっては、これからの山行で準備をしっかりしようという教訓を得て、学ぶことの多い一日だった。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鳩貝　亜希
部長より

今回の山行は標高２０００ｍ未満とはいえ、僕にとっても初めての積雪期登山でした。０７年度は１年生（現２年）が中心に活動を展開してきましたが、今回は久しぶりに先輩方が来て下さって大変助かりました。

けしてあっきーのせいじゃなくて、僕の計画が悪かったこと、ガスが弱かったこと、そして僕が歩くのが遅かったせいです。これからトレーニングに励み、計画には細心の注意を払います。でもやっぱり楽しかったね♪
